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1. 計画（Plan)

年度実績 年度実績 年度実績 年度実績

令和2 令和3 04 15

9 子育て支援の充実

こども家庭課 0285-83-8131

市民課、健康増進課、保育課、学校教育課、生涯学習課、プロジェクト推進室、都市計画課、市民協働推進室

市民

令和2 令和3 令和4 令和5 令和6 令和6

人口 人 78,874

児童人口 人 12,941

出生数 人 529

　未来を築く元気な『もおかっ子』たちが、愛情と思いやりの心をもち、健やかに育つ社会の実現に向け、子育て
支援体制の充実を図ります。

「真岡に住みたい、子育てしたい」という思いを客観的に把握できる数値２つ、またそのための環境整備に関
する数値２つの計４つを成果指標とした
「合計特殊出生率」は、栃木県保健統計年報の令和元年の最新数値
「真岡市で子育てをしたいと思う親の割合」は、「健やか親子21アンケート」の数値
「待機児童数」は、県を通じて厚生労働省に提出している数値
「まちのステーション整備」は、「真岡市新庁舎周辺整備基本計画」の整備スケジュールと事業の進捗状況

平成30
令和2 令和3 令和4 令和5 令和6

令和6

合計特殊出生率 人 1.47
- - - - -

上昇を目指す

1.38

真岡市で子育てをしたいと
思う親の割合 ％ 96.7

96.9 97.2 97.4 97.7 98.0
98.0

97.8

待機児童数 人 5
0 0 0 0 0

0
0

まちのステーション整備
- 基本構想策定

事業者募集 契約・設計 設計・建設工事 建設工事 オープン

事業化

要求水準書等の公表
・事業者募集等

市民の役割
・市民はお互いに助け合って、地域ぐるみで子どもを見守り育てる。
・事業者は、仕事と子育ての両立ができるよう勤労環境を整備する。
行政の役割
・保護者や市民では対応できないケースへの支援、保育所（園）等の子育て支援環境を整備する。



（１）施策目標達成に対する要因分析と課題（①構成事業が与えた影響、②外的要因を踏まえて検証）

（２）今後の方向性（（１）の要因分析を踏まえ、施策目標達成に向けた方針を示す）

2. 実行（Do）→個別事務事業の実施による（事務事業マネジメントシート参照）

3. 検証・評価と今後の方向性（Check & Action)

・未来を築く元気な『もおかっ子』たちが、愛情と思いやりの心をもち、健やかに育つ社会の実現に向け、子育て支援体制の充実を図るため、他市にはない真岡市独自の子育て支援施策（
構成事業のうち、出産準備手当支給事業や乳幼児紙おむつ購入助成券支給事業など）を展開しているが、全国的にまた県内でも人口減少の傾向であり、出生数の増加にはダイレクトに
結びついていない
・具体的な課題として、放課後児童健全育成事業では、区画整理などで子育て世帯が増加している地区で放課後児童クラブのニーズが高まっている
・放課後子ども教室運営事業では、ボランティアスタッフの確保が課題となっている
・医療負担の軽減など子育て世代の経済的負担のさらなる軽減を図る必要がある
・新型コロナウイルス感染症に対応した取り組みとして、特別給付金の支給など経済的負担の軽減や教室や講座の開催方法などを検討する必要がある
・縁組対策事業では、登録者が減少している

※参考　成果指標に関する分析
【合計特殊出生率】について
　国　H29　1.43　H30　1.42　H31（R1）1.36
　県　H29　1.45　H30　1.44　H31（R1）1.39
　市　H29　1.47　H30　1.51　H31（R1）1.38
　R1の数値は、国、県、市とも、H26年以降で最も低い数値となった
　真岡市は、H30まで全国と栃木県を上回っていたが、R1は国を上回ったものの県より低い数値となった
　国、県ともに、毎年減少傾向にあるが、市は減少と増加を隔年で繰り返している
　合計特殊出生率の県内での順位では、25市町中5位、14市中3位と上位にあるが、合計特殊出生率の上昇はしていない
　参考までに、令和3年4月1日現在の全国、栃木県、真岡市の人口は、
 令和3年4月1日現在全国総人口は、１億2541万人で，前年同月に比べ減少　▲52万人（▲0.42％）
 令和3年4月1日現在栃木県人口は、1,924,591人で，前年同月に比べ減少　▲9,551人（▲0.50％）
 令和3年4月1日現在真岡市人口は、78,592人で，前年同月に比べ減少　▲282人（▲0.40％）
 であり、全国、栃木県、真岡市において人口減少が進んでいる

【真岡で子育てしたいと思う親の割合】について
  H29　99.4％　H30　95.8％　H31（R1）98.4％　R2　97.8％
　平成29年度以降、95％以上を維持している
　令和元年度は、98.4％と目標を上回り、令和2年度は、97.8％で下回ったが、98％に近い数値を維持している

【待機児童数】について
　令和2年4月1日及び令和3年4月1日現在の待機児童は「０人」となっており、今後も保育の必要利用定員数を確保し、待機児童数0人を維持していく

【まちのステーション整備】について
　「真岡市新庁舎周辺整備基本計画」どおり進捗している

・未来を築く元気な『もおかっ子』たちが、愛情と思いやりの心をもち、健やかに育つ社会の実現に向け、子育て支援体制の充実を図るた
め、今後も現在実施している子育て支援施策を継続するほか、さらなる子育て支援施策の充実に努める
・具体的には、放課後児童健全育成事業では、区画整理などで子育て世帯が増加している真岡西小学校留守家庭児童会でのクラスの増設
、支援員の確保、亀山・長田地区での新規クラブの開設、クラスの増設を行う
・ひとり親家庭医療費助成事業では、子育て世代の経済的負担のさらなる軽減を図るため、500円の自己負担を撤廃する
・放課後子ども教室運営事業では、ボランティアスタッフを確保するため、現任ボランティアスタッフを通じた呼びかけ、学校を通じ
た保護者への呼びかけを行っていく
・新型コロナウイルス感染症に対応した取り組みとして、特別給付金の支給による経済的支援やオンライン教室の実施など変化する社会状
況の中での市民のニーズに対応した子育て支援施策を迅速に実施していく
・母子健康教育相談指導事業では、感染症による事業の中止、参加者の減少、感染症予防対策、市民の利便性及び孤立感の解消などが課題
となっているが、改善策として、健康教室のオンライン化により、新型コロナウイルス感染症予防、市民の利便性や業務の効率化を
図る
・また、乳幼児健康診査事業では、感染症による4歳児歯科検診事業の中止による、う歯の早期治療の遅れ、う歯保有率上昇が懸念されるい
るため、改善策としてフッソ塗布事業として集団検診から個別方式に変更して実施する
・縁組対策事業では、登録者の増加させるため、結婚希望者がより多く登録するような工夫やコロナ禍でも開催できる婚活セミナーの
検討を進める
・マタニティ手当や乳幼児紙おむつ助成券の支給など、他市と比較しても充実している真岡市独自の子育て支援施策をあらゆる媒体を用いて、
市内外に発信していく
・「もおかに住みたい、子育てしたい」と思われるよう、市ホームページ、子育てモバイルサイト、もおか子育てガイドブックでの情報
発信を引き続き実施していく
・「もおかっ子をみんなで育てよう条例」の普及啓発事業として、パンフレットチラシの配布、子育てに取り組む市民や団体の紹介など
、真岡市の子育て支援施策のＰＲを実施していく



評価結果

成果指標名 単位 年度実績 今後の方向性

成果指標
NO 総重、総新

戦拡、戦新
事務事業名 担当

4. 構成事業一覧（個別事務事業一覧）

令和2

1 総重/戦新
新庁舎周辺整備事業 プロジェクト推進課新

庁舎周辺整備推進係

新庁舎周辺整備基礎調査報告書の作成

新庁舎周辺整備基本構想の策定

新庁舎周辺整備基本計画の策定

事業者募集選定手続き 着手

2 遺児手当支給事業 こども家庭課子育て支援

係

受給者数
人

18 現状維持 

3 総重/戦拡
ひとり親家庭医療費助成事業 こども家庭課子育て支援

係

利用世帯数
世帯

384 事業のやり方
改善 

4 ファミリー・サポート・セン
ター事業

こども家庭課子育て支援

係

登録乳幼児・児童数
人

435 現状維持 

支援を受けた児童の延人数

人
47 現状維持 

利用割合
%

10.8 現状維持 

5 総重/戦拡
こども医療費助成事業 こども家庭課子育て支援

係

件数/受給資格登録者数

件
11.8 現状維持 

助成額/受給資格登録者数

千円
26.9 現状維持 

6 戦新
特別支援に係る専門家派遣事業 保育課保育所　 行動に改善が見られた児童の割合

％
100 現状維持 

7 乳児紙おむつ購入助成券支給事業こども家庭課子育て支援

係

交付枚数
枚

28,057 現状維持 

使用枚数
枚

21,319 現状維持 

8 戦拡
多子世帯保育料等支援事業 保育課保育係 私立幼稚園第３子以降保育料特別援助対

象児童数 人
15 現状維持 

第3子以降保育料免除対象児童数

人
126 現状維持 

副食費免除対象児童数
人

449 現状維持 

副食費補足給付対象児童数

人
102 現状維持 

副食費補助対象児童数
人

964 現状維持 

9 児童手当支給事業 こども家庭課子育て支援

係

受給児童数
人

10,261 現状維持 

10 児童扶養手当支給事業 こども家庭課子育て支援

係

受給者数
人

465 現状維持 

対象児童数
人

702 現状維持 

11 出産準備手当支給事業 こども家庭課子育て支援

係

出生数
人

529 現状維持 

受給者数
人

484 現状維持 

12 妊産婦医療助成事業 こども家庭課子育て支援

係

助成を受けた妊産婦数
人

422 現状維持 

13 養育医療給付費 こども家庭課子育て支援

係

養育医療給付決定件数
件

20 現状維持 

14 赤ちゃん誕生祝金支給事業 こども家庭課子育て支援

係

受給者数
人

499 現状維持 

15 不妊治療費助成事業 こども家庭課子育て支援

係

妊娠が成立した夫婦数
組

30 現状維持 

16 チャイルドシート購入補助事
業

こども家庭課子育て支援

係

補助金交付件数
件

287 現状維持 

17 家庭相談員事業 こども家庭課家庭相談

係

相談回数
回

6242 現状維持 



評価結果

成果指標名 単位 年度実績 今後の方向性

成果指標
NO 総重、総新

戦拡、戦新
事務事業名 担当

4. 構成事業一覧（個別事務事業一覧）

令和2

1世帯あたりの相談回数

回
21.7 現状維持 

問題の解消又は不安の軽減が図られた
世帯の割合 ％

100 現状維持 

18 ことばの教室事業 こども家庭課こども家

庭課　家庭相談係

言葉の発達に遅れのある就学前の幼児
のうち利用した幼児の割合 ％

33.3 現状維持 

新たに教室につながった幼児の割合

％
75 現状維持 

利用前に比べ問題が改善された幼児の
割合 ％

100 現状維持 

19 母子生活支援施設入所措置委託事
業

こども家庭課家庭相談

係

自立ができた世帯数
世帯

0 現状維持 

自立ができた世帯の割合

％
0 現状維持 

20 子育て短期支援事業 こども家庭課家庭相談

係

不安が軽減が図れた世帯の割合

％
0 現状維持 

21
母子・父子家庭教育相談指導事業及び婦人

相談事業

こども家庭課家庭相談

係

生活上の悩み・不安が軽減された世帯
の割合 ％

100.0 現状維持 

22 母子健康教育相談指導事業 こども家庭課母子健康係 両親学級参加者数
組

61 事業のやり方
改善 

子育て支援事業参加者数

人
1790 事業のやり方

改善 

思春期教室実施した中学校の割合（9校）

％
100 事業のやり方

改善 

23 子育て世代包括支援センター事
業

こども家庭課母子健康係 妊娠届け面接相談を受けた妊婦数（転
入含む） 人

541 現状維持 

面接相談を実施した割合

％
100 現状維持 

支援プランを策定した者の割合

％
100 現状維持 

24 乳児家庭全戸訪問事業 こども家庭課母子健康係 乳児家庭全戸訪問件数（未熟児等含む）

件
497 現状維持 

乳児家庭全戸訪問実施率

％
100 現状維持 

不安や悩みが軽減できた者の割合

％
100 現状維持 

25 乳幼児健康診査事業 こども家庭課母子健康係 乳幼児健康診査受診者の割合

％
96.9 事業のやり方

改善 

2歳児歯科検診う歯のない子の割合

％
97.6 事業のやり方

改善 

新生児聴覚検査受診者からの有所見率

％
0.4 事業のやり方

改善 

26 妊娠出産包括支援事業 こども家庭課母子健康係 妊産婦健康診査受診者延べ人数

人
7026 現状維持 

産前・産後サポート事業利用者延べ件数

件
187 現状維持 

産後ケア事業利用者延べ件数

件
10 現状維持 

27 子育て支援センター管理運営事
業

こども家庭課真岡市第一

子育て支援センター

利用者数（延べ）
人

12,365 現状維持 

子育て相談数（延べ）
組

432 現状維持 

センターを利用し悩みが解消できたと
思う保護者の割合 ％

100 現状維持 

28 縁組対策事業 出会い結婚サポートセ

ンター

縁組件数
件

53 事業のやり方
改善 

うち　身上書交換
件

27 事業のやり方
改善 

　　 お見合い
件

26 事業のやり方
改善 



評価結果

成果指標名 単位 年度実績 今後の方向性

成果指標
NO 総重、総新

戦拡、戦新
事務事業名 担当

4. 構成事業一覧（個別事務事業一覧）

令和2

29 誕生の祝交付事業 市民課市民課　窓口係 絵本配付冊数
冊

483 現状維持 

30 真岡駅子ども広場管理運営事業 こども家庭課真岡市第一

子育て支援センター

利用者数（延べ）
人

14,243 現状維持 

施設に対する満足度
％

100 現状維持 

31 放課後児童健全育成事業 保育課保育係 国庫補助対象放課後児童クラブ数

か所
16 目的拡充 

上記における支援の単位数

支援の

単位

27 目的拡充 

上記における利用児童数(3月1日現在）

人
792 目的拡充 

32 民間児童館運営事業 保育課施設管理係 児童の健全育成を図った児童館数

カ所
1 現状維持 

児童館の延べ利用者数
人

3400 現状維持 

健全な育成が図られた児童の割合

％
100 現状維持 

33 幼稚園地域子育て推進事業 保育課施設管理係 補助対象幼稚園、認定こども園数

カ所
11 現状維持 

児童の健全育成が図られた幼稚園等の
割合 ％

100 現状維持 

34 認定こども園事業 保育課保育係 認定こども園数（市内）

か所
8 現状維持 

認定こども園数（広域委託）

か所
19 現状維持 

認定こども園入所児童数（４月１日現
在広域利用含む） 人

973 現状維持 

35 幼稚園事業 保育課保育係 幼稚園数
か所

4 現状維持 

うち、子ども子育て支援新制度移行幼稚
園数 か所

0 現状維持 

児童が利用した子ども子育て支援新制度移
行幼稚園数（市外） か所

0 現状維持 

36 保育所事業 保育課保育係 私立保育園数（市内）
か所

6 現状維持 

私立保育園数（広域委託）

か所
15 現状維持 

私立保育園入所児童数（４月１日現在広
域利用含む） 人

731 現状維持 

37 病児・病後児保育事業 保育課保育係 病児保育事業所数
か所

1 現状維持 

病後児保育事業所数
か所

1 現状維持 

病児・病後児保育事業延べ利用者数

人
295 現状維持 

38 保育士確保対策事業 保育課施設管理係 保育士等養成施設卒業者

人
9 現状維持 

卒業後、市内に勤務した受給者数

人
8 現状維持 

卒業後、市内に勤務した受給者の割合

％
88.9 現状維持 

39 特定教育・保育施設等利用給
付事業

保育課保育係 預かり保育（幼稚園型）延べ利用人数

人
400 現状維持 

認可外保育施設延べ利用人数

人
36 現状維持 

一時預かり（一般型）延べ利用人数

人
0 現状維持 

40 特定地域型保育事業 保育課保育係 小規模保育施設数
か所

3 現状維持 



評価結果

成果指標名 単位 年度実績 今後の方向性

成果指標
NO 総重、総新

戦拡、戦新
事務事業名 担当

4. 構成事業一覧（個別事務事業一覧）

令和2

家庭的保育事業施設数
か所

1 現状維持 

小規模及び家庭的保育施設入所児童数（
４月１日現在広域利用含む） 人

56 現状維持 

41 補足給付事業 保育課保育係 私立幼稚園副食給付費対象児童数

人
102 現状維持 

特定教育・保育施設等副食費助成対象児
童数 人

964 現状維持 

実費徴収に係る補足給付対象児童数

人
1 現状維持 

42 幼稚園施設等利用給付事業 保育課保育係 私立幼稚園数
か所

4 現状維持 

私立幼稚園入所児童数（４月１日現在）

人
332 現状維持 

43 放課後子ども教室運営事業 生涯学習課青少年係 放課後子ども教室参加児童数（真岡東小）

人
0 事業のやり方

改善 

放課後子ども教室参加児童数（真岡小）

人
0 事業のやり方

改善 


